
















































































られるとき、ダニは、その接する語句の小なるあり方を表わすことで、願望内容を十全な段階から数歩退いた段階にまで引き下げ、 それによって 「せめてもの願い」を表わすのに参加する。所謂「最低限願望」 （文献⑦、三七頁）の用法である。 〈相対的軽少性〉の意義が、そのような形で用いられるのだと言えよう。　




































（八四七）では、第三句「なりぬなり」で載せる（文献⑫、一五二頁） 。歌意は「他の人はみな、華や な常の衣服に着替 てしまったことだ。私はこの僧衣を脱ぎ替えるわけには行かない 、せめて袖 乾 のであってほしい」といったも であろう。 「天皇がご存命であられるのが何よりのことであるが、それは叶わない ら、せめて」と った含みが備わ 。ダニが相対的に小なる要素を提示することから、そうし 意味 いもまた形成されるに至ると言えよう。古今集の歌であり、年代的には十訓抄からおそ三百五十年溯 が、ダニのはたらき方自体は 右のよう 考えてお ことができよう。　
願望用法のダニは、歌の世界では後拾遺集などでも衰えを見せないが、














②（二七二） 《 「 （前略）仏を
だに
よく書き奉らば、百千の家も出で来た





ても、 いくほどかはあらむなれば しかるべき善知識とも悦ぶべきに、 》（巻九・五）
　
④（四〇五） 《 「君だにも今様遊ばさば、おち候ひなむ」と申しけるに、 》（巻十・一七）
　





⑥（九四） 《 「その野には、嵐にたぐふ紅葉 風になびく尾花がもとに、










の描き方を学ぼうとし という逸話を述べている。知人が「気でも狂ったのか」と咎める に対する返答である。仏様さえ上手に描けたら、十分に元は取れるむね答えている。 大きな財産を築くことにとって必要な条件を、「仏様を上手に描く」というごく僅かなものへと絞り込むのに、ダニが用いられている。 〈相対的軽少性〉の意義 、そのような形で発揮されていると言えよう（注④） 。　
③は、世を恨んでいきなり出家する人について評論しいる。 「仏道に励
む心が保たれ深まって行くのであれば、それだけで、恨みの心も求道の好機縁と観じて悦べるはずであるが の意であろう（実際 はそ ならず、悔やんだり再び俗世に帰ったりす 場合が多いとい 叙述が、こ に続く） 。出家して良かったと思えることにとって必要な要件を、道心貫徹一事に絞り込むこと 、 ここでのダニのはたら であろう。 〈相対的軽少性〉の意義が、そのように用いられるわけであ　
④は、乳母の熱病を治しあぐねている験者が、成通に向かって言った言








る言葉である。話しの流れとしては、このあと僧がうっかり尊崇の念を起こし、 天狗はさんざんな目に遭っ しまうことになる。 ここでのダニは、 「仮にもあなたが信心を持つと、それだけで、私に悪いこと 起 ってしまう」といった意味を表わすのに用いられている。この点に、最低十分条件の形成へ 向けてはたらくあり まがよく見 取れよう（注⑤） 。　
⑥は、藤原惟規（紫式部の弟とされる）が臨終の際、僧侶から説き聞か
された中有の旅のありさまについて、尋ね返す言葉である。 「情趣に満ちた景物があるだろうか、それさえあるなら、何の不足もない」というのである。 《世のすきもの》 （九三頁）にふ わし 問いであ た ダニは 言えば、満足するためには、秋の風物が見聞 き という、ただそ だけことで十分だといっ 意味合いを表わすの 用 られて る。この点に、〈相対的軽少性〉の意義の発揮されるありさまが見て取られると言えよう。　
⑦は、古今（三八七）に収められた白女の歌であり（文献⑫、一五四頁。















②〔音〕 （一五三） 《 「 （前略）かへすがへす不当のことなり」とて、 〔帝が〕
いみじくむつからせ給ひければ、 〔長実は〕はふはふ出でて、年なかばかりは門鎖して、音だ せられざりけり。 》 （巻四・二）
　
③〔名〕 （三八八） 《さる才芸の人の御子にも、 かかる人おはしまし り。
菟裘賦といふ名をだにも、知り はざりけるにや。 》 （巻十・ ）
　















を語る一節である。 王が狩りに来ているのに、 宿瘤は桑取りに専念してまったく目もくれないというのである。 「一目」が軽少な要因であることについては疑いを容 。ダニもまたそのような要素を提示することで、 「王への関心の皆無性」を表わすのに与ると言え （注⑥） 。　
②は、顕季が手に入れた人麻呂の絵像を、三男の顕輔が譲り受けたとき
に、長実がやっかみの言葉を漏らしたことをめぐる挿話を述べている。その言葉をお聞きになった帝は大いに御不興で、長実は半年ほども蟄居閉門し、物音一つ立てなかっ と うのである 身を慎む際に控えるべき事柄として 外出したり宴に興じたりすることに較べれば、物音を立て というのは、日常茶飯と言うもおろ な、ご 些細な事柄に過ぎない ダニはそのような要素 軽少性を明示しつつ否定と組み合わさ 、 「目立ったふるまいの皆無性」を表わすのに与ると言えよう。　
③は、源伊陟（これただ）が村上天皇から父・兼明親王のことを尋ねら
れて「菟の皮衣と うものを玩んでいる」と答え が、実は「菟裘の賦」という漢詩文であったという話しの結尾部分である。 「菟裘」が隠公 望んだ隠棲地だっ という左伝の故事（注⑦） 知らなか ために、そうなったわけだが（すぐ前の部分に 《文盲 あひだ》と記されている）父親の書き残した詩文について「そ 名前さえも弁えてい 」 うのである。名前の意味を知っているこ は、詩 の中身を解釈したり、それについて独自の見解を懐いたりすることに較べれば、ごく表面的な事柄に過ぎない。ダニは、そのような要素を掲げることで 詩文 めぐ 「理解の皆無性」を表わす にはたらい いると言えよう（注⑧） 。　
④は、時平が貞文と本院の侍従との仲を妨げたことを述べている。当該
部分は、 「通って行くこと おろか、手紙さえ遣わさなくなった」 意であろう。また⑤は、当子内親王（三条院皇女・斎宮） 道雅（伊周子息・「今はただ」の歌の作者）との密通が露見して、警戒が厳しくなったことを述べた部分である。いずれも、交渉の全く断 れ ありさまを述べて
る。わざわざ車を仕立て、随身を従えて出かけることに較べて、 「文」を送り届けることが、その代替手段とも言うべき簡便な手段に過ぎないことは縷説に及ぶまい。ダニもまた、そのような要素に接すること よって、如上の意味を表わすに至るのだと言えよう。　
⑥は、自制心の欠けた人が、当座は騒々しくても、後では何事もなかっ
たかのように忘れてしまうことを述べている。当該部分は、 「そんがあった か」とだけも思わな の意であろう。取り乱した当時の感情を保っていることに較べれば、単にそういうこ のあったことを覚えているというのは、尾の引き方として ごく軽いも でしかない。ダニ そのような要素を提示しつつ否定を受けることで、 「名残の皆無性」 表わすのに与ると言えよう。　
他方、次のような例にあっても、前後の文意を勘案すれば、ダニが小な
る要素の提示にはたらくありさまが認められるであろう。　






⑨〔局〕 （九〇） 《 「御前の御風の気の、日ごろよりも、この二三日はこ
とにむつかしくおはしませば、局へだ も立ち入ることもなくて（後略） 」 》 （巻一・四三）
　
⑩〔盛り〕 （三六一） 《 「藤の花、いとおもしろきを、これ、盛りを
だに
御覧ぜざらむ などいひて、 》 （巻八・六
　
⑦は、醍醐天皇の薨去（九三〇年）を悼む『新撰和歌集』の序文を引き








しての様子を述べている。そこでは十二人の妓女が舞を披露していた。 「その舞を最後まで見 ということだけもせずに の意であろう。 ここでの 「舞」は、月世界にたどり着いた玄宗が、たまたま目にした最初 光景に過ぎず、数ある宮殿楼閣などをつぶさに見聞し、あるい 名勝の地を経めぐるといったことに較べるなら、おのずと小なる位置を占める。ダニもまた、そのような要素を掲げ示すことによって、 「異世界享受の皆無性」 表わすに至るわけであ 。　
⑨は、道清の言い寄った女房が、うち続いた無沙汰を言い繕う言葉であ
る。ご主人様のお世話が忙しくて、自分の控え室へ戻ることさえま ならなかったむね述べて る。職務からの解放の度合いというものを考 るとき、控え室へ帰るというのは、そこでゆっくり 眠ったり 草紙類に目通したり、さらには休暇を賜って里居をしたりする に較 れ ごくごく軽易なものでしかない。ダニは、そのような要素の軽少性を明示することで、 「自由 時間の皆無性」を表わす に参加 いると言えよう。　
⑩は、宇多帝が京極の御息所（藤原褒子。時平息女）一人だけを連れて





























ことができる。 ここでは 類推の基盤とな 事柄と類推され 事柄 が揃って示され、かつ、前者から後者への昂進性自体も「いわんや」 「まして」といった語句によって示される。類推を形作 二事項とその関係とが べて言葉にされるという意味で、典型的 構文と呼ぶことができよう。　
①（一〇六） 《これはまされるが、申しほむるをだに、かくとがめけり。








②（二八六） 《帝だにも、 かく愚かにおはしましければ、 まして、 この僧、









能あるを思ひ出づる習ひなり。いはむや、能にならぶをりのけぢめをや。いかにいはむや、同じやうなるが、一人は ありて、一人は能なきを 》 （巻十・序）
　
①は、知房の詠んだ歌を、伊家が褒めたところ、知房は、 「自分のほう
が腕前が低いから、こんなことを言われるのだ」と腹を立ててしまったという話しを紹介したあとの、編者の言葉であ 。 「上手な人が相手を褒めるのであっても、このように怒りを買う。まして未熟者が褒めるのは、かえって聞き苦しい のだ」という である。ダニは、 「かたはらいたさ」をもたらす要因をより少なくしか持たない場合 示すことで、類推の基盤となる事柄を形作るのに参加している。そのような形で〈相対的軽少性〉の意義が、用いられるのだと言えよう。　
②は、松の葉を食べて仙人になったつもりで空を飛ぼうとして見事に谷
底へ転落した僧の話しの、結尾部分の言葉であ 直前の部分には玄宗皇帝が西王母の仙桃を移植 ようとして断られた挿話が述べられている。帝王ともなれば、幼時から教育を受け 機会もふん んに る だから、認識不足に陥る懼れは少ないと考えられよう。ダニ また、 そうした意味で、軽少な要素を掲げるのに用いられている。そのことにおい 基盤事態形成への参画もまたなされるわけであ 。　
③は、使用人が不出来でも人前で叱ってはいけないことを述べた文章の
一節である。 「客人の前では、犬でさえ叱ってはいけない」という文を引用している。ここでもダニは、叱ることで不都合の生じる素因をより少なくしか備えないものとして「犬」を持ち出すのに用いられている。そこから、ま て人間の場合は云々という類推義もまた引き出される。 〈相対的軽少性〉の意義が、そのように用いられるわけである。　
④は、巻十の序文として、才芸の必要を述べている。文意は、 「容貌や
身分がすぐれていても才芸を身につけていない人は、その人しかいない時でも、才芸の豊かな人のことを想 起 させるのが常 あ 。ま て能ある人と一緒にいるときには歴然たる違 がある 、容貌・身分が同程度の場合はなおさらだ」 いったものであろう 「評価 落差」をより少なくしか感じさせない場合を掲げ に用いられ る。 〈相対的軽少性〉の意義においてそれが されるわけである。　
第二に、ｂ：準典型的類推構文をなすものとしては、次の六例が挙げら
れる。 「いわんや」 「まして」といった語句はもはや見えな が、類推を形作る二つの事柄ははっきりと示 れて のだから、類推表現自体は明確に成り立つ。そうした意味で典型的なものに準ずると考えることができよう。　
⑤（一〇四） 《 〔美作が〕いみじげに居たるだにあさましきに、殿（法性
寺殿＝忠通）の御輿を遣はして、一人づつむかへ給ひけるに、美作、乗るとて、 「不祥とや申すべき、栄耀とや申すべき」といひて 気色ばみたりけるに、よろづの人、あさましきことにいひけり。 》 （巻一・五五）
　
⑥（一四七） 《われはなにとなく言ひ散らして、思ひもいれざるほどに





















やたらと気取っていたことを述べている。危急のときに様子を繕っているだけでもどうかと思われるのに、救援の車に乗るに際して芝居がかったせりふまで言ってのけたものだから、みな呆れかえったというのである。その場の るまいとしていかがと思われる要因をより少なくしか備えない場合を掲げるのにダニが用いられている。この点に、 〈相対的軽少性〉の意義の発揮され ありさまが見て れよう。　
⑥は、言葉を慎むべきことを述べた序文の一節である。 「笑みの中の剣」
とは、うわべでは笑っていながら、心中では悪意に満ちていることとされる（注⑨） 。 「さらでだに」は、前の部分を承け と考える らば「不用意に言い散らすといった軽率さがない場合」を言うであろうし、成句化していると捉えるなら「ただでさえ」の意味を表わすと言え いずれの場合も、害悪を招く要因を相対的に少なくしか備えない場合を示すのに ダニが用いられていることになる。そこから「 して失言 あった場合 は
なおさらだ」といったふうな意味もまた展開されてゆく。そのような形で〈相対的軽少性〉の意義が活かされていると言えよう。　
⑦は、思慮の大切さを述べる第七巻の序文である。 「せせがむ」は叱責
するの意とされる。 「教えないとい だけで 可哀想なのに、子供をスポイル ようなことまで言い聞かせるもの から」といった意味が述べられている。子供にとって気の毒になる要因をより少なくしか備えない要素を示すのにダニが用いら いる。そこから、まして不用意な言葉を聞かせるのは云々といった文の運びにな わけである。そうした意味で、準典型的類推構文を形成 に参加していると言えよう また⑧の「さらぬだに」は、 「心は、ただでさえ悪い方に向かいがち のだから、甘やかすような言葉が火に油を注ぐことになって云々」と った意味を表わすのに用いられている。 「さらぬ」が、懶惰を助長す 要因の加わらない場合を指すことを考えれば そ 軽少要因性は明らかであろう。ダニもまたれを示 で、類推基盤事態の形成に参与する 言えよ　
⑨は、公任や経信の卓越した才能を述べた部分である。 「一能」の語が
あるのは、両人とも「三つの船」に乗ることができたからである。一分野での才芸を身につけることは、三才を兼ね 較べれば、困難は相対的に小さいと言わなければな ない。ダニもまた、そのような要素を掲げることで、類推の足場となる事柄 形作るのに与るわけである。　
⑩は、鵺の退治を言いつけられた時の、源三位頼政の心中を叙している


















は、法華経・方便品に基づきつつ（注⑩） 、釈尊説法のみぎり、五千人の比丘たちが慢心によって退席したことを述べている。 こでのダニは、軽侮されて然るべき要因を極めて少なくしか備えない要素とし 「仏」を提示していると考えられよう。そこから引き出されてくる類推義は、 ましてお釈迦様以外の場合は推して知るべしだ」といったふうになるが 実際の行文としては、それは言葉に表わされず、読者の理解に委ねられている。そうした意味で、暗示的類推構文を形作 いると考えてよい ではないかと思われる（否定述語で用いられているが、姑く 類推 側面 重きを置いて受け止め ことにした） 。　
⑫は、平忠度の雅びなエピソードの末尾に添えられた歌であり、忠度は、
この歌を踏まえながら、女房とのソフィスティケイティッドな会話を交わしていたとされる。歌は、新撰朗詠集（三一三）に収められている（新編大観Ⅱでは、第三句「虫のねや」 ） 。歌意は「私のよう 切ない思 でいっぱいの人間 も物を言わずに心の中で思っているのに 野原いっぱいに集まる虫の鳴き声ときたら、 しがま いものだ」 といったものであろう。 「物を言わずに心の内に秘めておく」とい ことに っ 、その必然性を り少なくしか持たないほうの要素 掲げる にダニが用いられている。そこ
から「まして虫などは黙っていてもよいはずなのに」といった類推義は容易に汲み取られるが、歌の表現とし はそれを自明 こと して踏まえた上で、それと背反す 事柄のほうが詠み出されている。そうした意味で、暗示的類推構文が形作られていると言えよう。　
こうして、類推表現に用いられるダニにあっても、それぞれの小類ごと






















廻らさず｝などいへるは、悪しき 字を付け るによりて、所の名をさへき ひけり。 》 （巻六・二九）
　
③（二八〇） 《後の毒をかへりみず その子を教へせせがまぬだに不便














⑥（四四八） 《 「昼だにも、小さき鳥なれば得がたきを 五月の空闇深く
雨さへ降りて、いふばかりなし。 （後略） 」 》 （巻十・五六）
　
①は、大江匡衡の養子となった時棟について述べている。博士家の道を
継いだばかりでなく、健康増進の方面に関する知識までも伝えて長生きをしたとの意であろう。博士家の養子となった者としては、家業を受け継ぐことこそが最も大切なことであって、それに較べるならば、 「養生」に関わる は、専門から外れる いう意味で、必ずしも重要とは言えない。サヘもまた、このようなあ 方に即して〈周縁波及性〉の意義を発揮していると考えられるであろ 。　
②は、孔子や曾子は、盗泉の「盗」の字や勝母（母に勝つの意味に取れ
る）の「勝」の字を嫌って、 そこ 水を飲んだり車を乗り入れたりしなかったという故事を紹介している。 それらは単に名前に用いられた文字であて、実際の悪事ではない。そのようなも にまで忌避の念が及ぶというところに、 〈周縁波及性〉の意義の発揮される りさまが見て取られようかと思われる。　
③は、子供を厳しく躾けないことだけでも可愛そうであるのに、おまけ





もが恨めしいとのむね述べている。 「恨めしさ」をもたらす何よりの要因は別れなければならないという状況それ自体であって、毎朝聞える鳥の声は、元来それとは無縁ものであるが、この状況のもとでは そのようなものにまでも恨めしさの思いが向いてしまう。そうしたありようを表わすのに〈周縁波及性〉の意義が供されて ると言えよう。　
⑥は、源三位頼政の鵺退治の話しである。梅雨空で暗い上に雨まで降っ
ている中でのことであった。獲物をよく見定め ということに って、暗くて見通しが利かないということは根本的に不利な条件であるが、さらにそこに天候の悪さまでもが加わった いうこ であっ 、この点に、周縁波及的な添加のありようを認めること できよ　
他方、和歌に用いられたものは次の四例である。



















盗み出して陸奥の安積の郡まで連れていったが、男は立ち去ったまま帰ってこないという状況 もと、自分の容貌の衰え のに気付いた娘の詠んだもの（ 『大和物語』一五五段に類話が見える） 、②は 斎宮の女御（徽子。九二八～八五）が長らく長岡に引き籠もって参内しなかったころの、村上天皇からの御詠、③は、周防の内侍が家を手放す時の作（金葉・五九一。今鏡・巻十「敷島の打開」 〔朝日・三七五頁〕 。文献⑲・七二頁） 、④は定家が後鳥羽院の勅勘を蒙って謹慎していた きに、俊成が蔵人に天皇への「とりなし」を頼んだ歌である（千載・一一五八では第二句「雲路まよひし」 ） 。　
これらは、 『十訓抄』よりも前の時代のもので が、サヘ自体は、そ




にも仕へ奉らで、あまさへ思ひ切りて、たちまちに命までを捨てけむこと、そのたぐひありがたく、まれな 。 》 （巻六・六）
　













ことをめぐる評言、②は、道兼が、前言を翻して花山天皇と一緒に出家しなかったばかりか、世俗的な昇進まで遂げたという記事、③は、強欲な人が、人にねだるばかりでなく、それが得られない 却って恨んだりすることのあることを述べたもの ある。いずれも、 「Ａばかりでなく、その上Ｂまでも」といった意味合いを表わすのに用いられているが、もはや十分に一語化しており、サヘの用例 らは外しておくの 穏やかであろうかと思われる。　








以上、 『十訓抄』から副助詞ダニとサヘと 用例を取り上げて、そ 使
われ方を見てきた。それによって、次のような事柄 明らかになったのではないかと思われる。　
第一に、願望表現でのダニの用法は少ない。全部あわせても三例しかな














せつつも、基本的なありよ としては、平安朝の散文とさ ど大きな異りを見せる のではな と認めておい よいのではないか 考えられる。　
ダニからサヘへの交替をめぐっては、それに先立つ時代において、これ















































































































が見える（中華書局・十三経清人注疏『春秋左伝詁』上冊・二〇八頁） 。洪亮吉の詁は、史記集解・服虔の注を引いて《菟裘 魯邑也。営菟裘以作宮室、欲居之以終老也》とする。これは、史記 魯周公世家第三（史記巻三十三）に、隠公の言葉として《吾方営菟裘之地而老焉》とあるのに対するものである（中華書局『史記』第五冊、一五二九～三〇頁） 。
（注⑧）この話しは、 『古事談』巻六・三四話（新大系・五五一頁）に基づくとさ
れる（新大系・脚注 。そこで 結びは《伊陟の不覚 此の事に在り》とあって、ダニは見えない。
（注⑨）頭注では、 『新唐書』 「姦臣 上」 （巻二二三・上）の李義府の故事を引
照する。彼は「笑中刀」と評されていた。 《義府貌柔恭、 与人言、 喜怡微笑、而陰賊褊忌著於心、凡忤意者、皆中傷之、時号義府「笑中刀」 。又以柔而害物、号曰「人貓」 。 》 （中華書局版・第二〇冊、六三四〇頁）
（注⑩）次の箇所がそれに対応する。　　　
《この語を説きたもう時、会の中に比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷の五千
人等ありて、即ち席より起ちて仏を礼して退けり。所以はいかん。この輩は、罪の根深重（じんじゅう）にして、及び増上慢にして、未だ得ざるを得たりと謂（おも）い、未だ証せざるを証せりと謂えり。かくの如き失 （とが） あり。ここを以って住せざるなり。 》 （岩波文庫 『法華経 （上） 』八六頁）
　　　　





基博（一九九二） 「 『十訓抄』に於ける「だに」と「さへ」 」 『武庫川国文』
四〇号




























































 ―」 『四国大学紀要』 （人文）四五号























対的軽少性〉の意義 一確認（其二）―」 『四国大学紀要』 （人文）四六号




































































 ―」 『四国大学紀要』 （人文）四五号














縁波及性〉の意義 一確認（其二）―」 『四国大学紀要』 （人文）四〇号



















 ─」 『四国大学紀要』 （人文）四八号
田中敏生（二〇〇四） 「 『十訓抄』の副助詞バカリとノミ
 ─
 限
定
表
現
に
お
け
る
役割分担のありようから
 ─」 『言語文化』二号（四国大学）
田村清子（一九八四） 「副助詞の変遷
 ─
 その契機の解明を中心に
 ─
」『
国
語
と
教育』九号（長崎大学）
寺田ゆき（一九五九） 「中世の
 ─
 ダニとサヘの隆替
 ─
」『
女
子
大
国
文
』
一三号（京都女子大学）
山田小枝（一九九七） 『否定対極表現』 多賀出版
（田中敏生
　
四国大学文学部国語学研究室）
